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1地図を活用した生活科授業（大西）
Ⅰ　問題の所在と研究の目的
生活科教育の目標は、「具体的な活動や体験を通して、自分と身近な人々、社会及び自然とのかか
わりに関心をもち、自分自身や自分の生活について考えさせるとともに、その過程において生活上必
要な習慣や技能を身に付けさせ、自立への基礎を養う。」１）である。この目標は、五つの要素で構成
されている。この構造を図示すると、次の図Ⅰ（「生活科目標の構造」）のようになる。
「具体的な活動や体験を通して、自立への基礎を養うこと」が生活科としての究極の目標であると
いえる。目標達成のために、具体的な内容として「①社会及び自然とのかかわりに関心をもつ」こと、「②
自分自身や自分の生活について考える」ことに取り組み、その学習の過程で「③生活上必要な習慣や
技能を身に付ける」ことが求められていることになる。つまり、「具体的な活動や体験」が「社会及
び自然とのかかわりに関心をもつ」こと、「自分自身や自分の生活について考える」ことにつながら
なければならないということになる。
そして、①及び②の内容として、文部科学省が具体的に示したものが、次の図Ⅱ（「生活科の内容
の階層性」）である。
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図 1「生活科目標の構造」２）
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図Ⅱに示したように、生活科は子どもたちに、「具体的な活動や体験を通して、自立への基礎を養う」
ために、九つの内容で構成されている。
（1）　学校と生活
（2）　家庭と生活
（3）　地域と生活
（4）　公共物や公共施設の利用
（5）　季節の変化と生活
（6）　自然や物を使った遊び
（7）　動植物の飼育・栽培
（8）　生活や出来事の交流
（9）　自分の成長
これらの内容に活動や体験を通じて取り組み、自立への基礎を養うことになる。
しかし、その実態は問題がある。平成 20年に中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会では、
生活科の課題について次のように述べられている。
　○ 指定校の調査などによると、学習活動が体験だけで終わっていることや、活動や体験を通して
得られた気付きを質的に高める指導が十分に行われていないことなどが指摘されている。表現
の出来映えのみを目指す学習活動が行われる傾向があり、表現によって活動や体験を振り返り
考えるといった、思考と表現の一体化という低学年の特質を生かした指導が行われていないこ
となどが課題として指摘されている。
　○ 児童の知的好奇心を高め、科学的な見方・考え方の基礎を養うための指導の充実を図る必要が
あるとの指摘もある。
　○ 児童の生活の安全・安心に対する懸念が広まる中、安全教育を充実することや、自然事象に接
図Ⅱ「生活科の内容の階層性」３）
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する機会が乏しくなってきている状況を踏まえ、生命の尊さや自然事象について体験的に学習
することを重視することなどが課題として挙げられている。
　○ 小 1プロブレムなど、学校生活への適応を図ることが難しい児童の実態があることを受け、幼
児教育と小学校教育との具体的な連携を検討することも求められている。４）
かつて「這い回る経験主義」と揶揄され、消えていった経験主義に基づいた戦後新教育を彷彿とさ
せる指摘である。活動や体験は充実しているものの、やりっぱなしの活動や体験になってしまってい
る。また、表現活動も見栄えを求めるあまり、子どもの成長がないがしろにされているということで
ある。本来の生活科教育の意図とは、異なる結果となっているのである。さらに、「科学的な見方・
考え方の基礎を養うための指導の充実を図る」必要性の指摘は、活動や体験が活動や体験にとどまっ
ており、本来の目標である、「①社会及び自然とのかかわりに関心」をもったり、「②自分自身や自分
の生活について」考えたりすることにつながっていないことを指している。学力として「知識・理解」
が求められていない生活科において、科学的な見方・考え方についての指摘がなされているというこ
とは、この問題点の根深さを物語っていると考えられる。
これの問題点は、先に示した九つの内容について、目標の「①社会及び自然とのかかわりに関心を
もつ」「②自分自身や自分の生活について考える」ことが意識できていないために起こったものであ
ると考えられる。その内容について、なぜ取り組むのかという視点が欠けているのである。このまま
では、「這い回る経験主義」の時代を繰り返すことになってしまうこともあり得る。つまり、生活科
の本来の目標である「具体的な活動や体験を通して、自立への基礎を養う」のではなく、かつての低
学年の社会科や理科のように認識内容の充実を図り、「知識・理解」の定着を図る教育に転換してい
く可能性もある。ゆとり教育に対する厳しい指摘から、学習内容を増やして学力向上を図ろうとする
考えとリンクする。生活科存続の危機であるといえる。
そこで本研究では、このような生活科の問題点を解決するための手立てを提案することを目的とす
る。子どもが具体的な活動や体験を通じて、社会及び自然とのかかわりに関心をもつための手立てと
して地図の活用を提案する。これまでにも生活科の授業においては、地図が活用されてきている。本
研究では、地図を言語として、生活科における社会とのかかわりを空間認識を形成する過程として捉
え、生活科教育における地図の活用について論じる。
Ⅱ　生活科における空間認識の形成
生活科は、低学年の社会科と理科を廃止して、誕生した教科であるため、社会科と理科を統合した
ような実践がなされる。しかし、生活科は本来全く別の教科として捉えられる必要がある。その根拠は、
目標の違いである。例えば、社会科の目標は「社会認識の形成と市民的資質の基礎を養う」ことである。
つまり、社会のしくみについて因果関係で説明できることと、社会的論争問題について習得した知識
を根拠にし、合理的に意志決定する能力の育成が求められる。明確に知識の習得が目標となる。それ
に対して、生活科は、ここまでにも述べたように「具体的な活動や体験を通して、自立への基礎を養う」
ことが目標である。知識の習得は目標ではない。しかし、「社会及び自然とのかかわりに関心をもつ」
ということは、社会認識や自然認識と無関係ではあり得ない。このことについて關浩和は次のように
述べている。
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　 　生活科は、すべての教科の基礎的教科という特質を持ちながら、「自立への基礎」の育成を目
指す教科という大きな目標を掲げ、「子どもが自分なりの考え方で学んでいく」教科であり、生
活全体の核になる教科である。子どもが、自分とのかかわりにおいて、人々や社会、自然をとら
え、社会認識や自然認識の「芽」を育てるとともに、活動や体験を行う中で自己認識の基礎を養い、
生活上必要な習慣や技能を身に付け、自立への基礎を養うのである。５）
關が述べているように、生活科においては「社会認識や自然認識の『芽』を育てる」ことになるの
である。この点について、木村吉彦も次のように述べている。
　 　生活科が大事にする「知」は、子どもが日常生活において課題を解決することで得られた知で
あり、子ども自身が主体的に対象にかかわって得た知である。それは、自分の主体（観）的な判
断に基づく「自分にとって必要・重要な知識」である。「私のヤギ飼育」「ぼくの野菜栽培」につ
いての知識である。先に述べた、経験を経験たらしめる要素の一つである。（中略：大西）
　 　改めて述べるが、筆者は科学知を軽視してもよいなどというつもりはまったくない。それはそ
れとして、普遍的な知には至っていないかもしれないが、「主観的な知」「自分の実感に基づく知」
の存在を認め、（とりわけ低学年児童にとっての）その意義を認めよう、といいたいのである。さ
らにいえば、この経験知（生活知）の中に科学知の萌芽を見いだすことこそが生活科にとって重
要である。６）
生活科においては、活動や体験をとおして、自ら獲得した知識である「経験知」を得ることが重要
であるということになる。それが科学知につながっていくのである。つまり、生活科で獲得していく
社会及び自然に関する認識は、3年生以降の社会科や理科へとつながっていくことになる。全く別の
教科でありながら、社会認識や自然認識に関してかかわりがあるということになる。
それでは、生活科で獲得する社会科につながる認識とは、どのようなものなのであろうか。社会科
において社会を認識する際に重要になるのは、空間軸と時間軸である。社会科では、様々なスケール
に応じて社会事象を認識している。山崎孝史は、スミス（Smith）の考えに依拠し、スケールには次
の三つの意味があるとして、次のように述べている。
米国の地理学者ニール・スミス（1954～ 2012年）によると、これまで地理学には以下の 3種類のスケー
ル概念が確認できる（Smith,2000）。
①地図学的スケール：すなわち地図の縮尺や解像度
②方法論的スケール：ミクロとみるか、マクロにみるかといった研究者の視角
③ 地理的スケール：空間的広がりとそうした広がりをつくりだす現実の、社会的なプロセス（変化
の過程）７）
地図学的スケールとは、縮尺により地図が作成される抽象化のレベルを表している。方法論的スケー
ルとは、研究者が特定の研究課題に応じて選択する空間的単位を表している。地理的スケールとは、
自然・人文景観を形成する特定の具体的プロセスに即した意味内容をもっている。社会科において子
どもが獲得する認識は、地理的スケールに応じている。それは、特定の社会事象に関して、空間軸に
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応じた広がりを示しているだけでなく、時間軸に応じた変化が示されているためである。社会科にお
ける認識とは、空間軸、時間軸に応じたものであるということである。
空間軸、時間軸に応じた認識を 3年生以降に獲得するために、生活科で獲得する社会認識の「芽」
とはどのようなものであろうか。それこそが「空間認識」であろう。關は、「空間認識能力」につい
て次のように述べている。
　 　空間認識能力 Spatial Perceptionとは、物体の位置・方向・姿勢・大きさ・形状・間隔など、物体が、
三次元空間に占めている状態や関係をすばやく正確に把握、認識する能力のことである。つまり、
空間認識能力とは、三次元のものを創り上げていく能力のことである。８）
自分たちが生活する空間に関して、そのもの自体の情報や、周りや自分との関係性を認識すること
が「空間認識」ということになる。
生活科においては、入学後、学校内の空間認識を形成することからはじまる。いわゆる「学校探検」
のような単元である。自分が通う学校がどのような空間なのか、1年生なりに認識することになる。
その上で、学校外へと空間は広がる。まずは、自宅と学校をつなぐ通学路に関する認識であろう。そ
のご、2年間の生活科の学習をとおして校区内の公園や道路、店、公共施設などの関係性を認識して
いくことになる。
ここまで述べたことから、本研究においては、学校と自宅、通学路の関係や、公園や道路、店、公
共施設などの関係などの、校区に関する「空間認識」を社会科につながる社会認識の「芽」として定
義することとする。
Ⅲ　地図による空間認識の形成
寺本潔は、地図について次のように述べている。
　　地図は風景を読み取る道具（言語）なので使い慣れなければ力として定着しない。９）
寺本によれば、地図は言語である。言語である地図は、様々な情報を有している。そして言語として、
様々な情報を地図を読む者に伝えている。そこには、地図作成者の意図が組み込まれている。筆者は、
地図の言語としての役割について次のように定義している。
　 　地図作成者が、読解者に読み取らせることを意図して、地図上に示す記号を「地図言語」とする。
「地図言語」は、現地の情報が具体的操作によって記号化され、表象している言語である。10）
地図には、作成者が様々な情報を組み込んでいる。それも言語として他者に伝えることが意図され
ている。つまり、地図を作成することは、その地図的スケールに応じた範囲に関する情報が表現され
ることになる。それは、何があるのかといった情報から、場所と場所の位置関係（距離や方向）など
である。つまり、作成者が空間に関して形成してる認識が表現されることになるのである。当然、空
間認識が豊かに形成されていれば、情報は正確で多量になると考えられる。空間認識が乏しければ、
6こども教育研究　第 1号　2016年 3月
情報は不正確で少量になると考えられる。授業において、子どもに地図を作成させることにより、子
どもがどのような空間認識を形成しているかが分かるということになる。
次の図Ⅲ（「小学 3年生作成の地図」）は、筆者の子どもが、自宅と通っている小学校の位置関係を
説明するために作成した地図である。
小学 3年生作成の地図は、自分が日常使用している通学路のみが記述されている。道路と歩道の広
さの違いや、建物の大きさや位置の関係が、自分の主観のみで表現されている。生活科の学習を終え
たばかりの段階の小学生が表現できる認識レベルがよく分かる地図である。彼は、学校の授業で校区
探検を行っている。また、日常的にこの通学路を移動しており、ここに示された情報以上の情報を有
している。しかし、情報を断片的に獲得しているだけに過ぎないことがわかる。地図を作成させるこ
とにより、空間認識のレベルが明らかになる。
次の図Ⅳ（「小学 5年生作成の地図」）は、図Ⅲと同じく、筆者の子どもが、自宅と通っている小学
校の位置関係を説明するために作成した地図である。
発達段階を考えれば、当然の違いではある。しかし、小学5年生になると情報が増える。特筆すべきは、
方向や距離など、対象の関係性を意識した表現である。示されているのは、自分が使う通学路だけで
はない。「押しボタン信号」「エレベーター」「おほり」などのランドマークが情報として記述されている。
他者に伝えるための工夫もなされている。社会科の学習で習得した博物館の地図記号も使用している。
小学 5年生になると空間認識のレベルがあがっていることは明らかである。
図Ⅲ「小学 3年生作成の地図」
7地図を活用した生活科授業（大西）
今回示した例は、発達段階の違いが、作成された地図の差となっている。しかし、同学年の子ども
たちが、同じ授業を行い作成した地図に示される情報の量や、情報館の関係の差は、その子どもの空
間認識のレベルの差に直結する。つまり、校区探検を行うなど、社会とかかわる実践を行った際には、
地図を作成させることを繰り返すことにより、活動や体験が、そのままで終わらずに、地図言語化され、
空間認識を獲得することにつながると考えられる。地図を作成することにより、「活動あって学びなし」
の状態から、生活科の実践を脱却させることになる。さらに、地図を作成するためには、校区探検な
どの活動や体験を欠かすことはできず、生活科の目標でもある活動や体験を重視した取り組みではあ
り続けるのである。
Ⅳ　地図を活用した授業開発
ここまで述べたことに基づき、生活科の授業を開発する。内容項目の（3）「地域と生活」に係わる
図Ⅳ「小学 5年生作成の地図」
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内容である。
1　単元名
「わたしたちの町たんけん（地域と生活）」
2　学年
第 2学年を対象とする。
3　単元のねらい
本単元は、学習指導要領の内容（3）「地域と生活」を意図して構成した、校区探検を中心にすえた
実践である。学校を中心に、校区を数回にわたり探検する活動を行い、地図にまとめていく。その中で、
校区にある公園や道路、店、公共施設の存在を知り、自宅と学校の関係や通学路をはじめとした道路
などの関係に気付くことを目的とする。
4　単元の目標
○ 自分たちが生活している地域に関心をもち、地域にある公園や道路、店、公共施設の存在や、自
宅と小学校の関係性について意欲的に探究しようとする。 （関心・意欲・態度）
○ 自分が発見した地域の公園や道路、店、公共施設や自宅や学校の位置や距離などの関係について
考え、地図に表現することができる。 （思考・表現）
○ 自分たちの地域に、公園や様々な道路、店、公共施設が存在し、自宅と学校などとの位置や距離
などの関係に気付くことができる。  （気付き）
5　単元計画（全 16 時間）
学習活動 目　的
1 校区の知っていることに
ついて話し合おう
校区の白地図を掲示し、そこに子どもの意見を記述しながら、
現段階での校区に関する子どもの空間認識を把握する。位置な
どに着目しながら、子どもの自宅を掲示するなど、子どもが考
えやすい教材になるように配慮する。
2 「○○こうくプロジェク
ト」の計画をたてる
単元のまとめを参観日に設定し、校区探検で発見したことを発
表したり、地図にまとめてお家の方に紹介したりすることを伝
え、子どもの意欲を高める。また、探検の目的を「地域にあるもの」
や「自宅と学校」などを地図に表すことであることを理解させる。
3 「○○こうくたんけんた
い」の計画をたてる
実際に行う校区探検を行うための計画をたてる。
＊あそこに○○の店があるよ。
＊公民館が、ぼくの家の近くにあるよ。
＊みんなで、○○公園に行きたいな。
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4 「○○こうくたんけんた
い」の準備をする
実際に行う校区探検の準備を行う。
＊ お店の方や公民館の方とのあいさつや、インタビューの練習
を行う。
＊安全面に関する指導を行う。
＊校区探検時にメモをするワークシートについて説明する。
5
6
「○○こうくたんけんた
い」を実行する
実際に校区探検を行う。
＊ 保護者の方や授業が空いている教職員にも安全確保のため協
力してもらう。
＊ 店や公共施設には、事前に打ち合わせを行い、子どもに対応
してもらえるように依頼しておく。
＊ 道路の位置や距離、店や公共施設との関係性を意識できるよ
うに声掛けを行う。
＊自宅や学校との関係も常に意識させる。
7 校区探検で気付いたこと
を地図にまとめる
校区探検で気付いたことを、個人で地図にまとめていく。
＊自分で気付いたことを記述できればいいことを伝える。
＊楽しく活動できるように、声掛けをする。
8 校区探検の課題を考える 校区探検について地図にまとめることで明らかになった、課題
（見ることができていない場所、見逃していること）を出し合う。
第 2回校区探検を行うことを伝える。
9 第 2回「○○こうくたん
けんたい」の計画をたて
る
1回目の校区探検で見逃している場所、見ることができていな
い場所を確認し、クラス全体の課題として把握する。
＊公園での活動の計画をたてる。
　 　ただ、みんなで遊ぶだけでなく、どのような人が利用して
いるのかを確認することを指導する。
10
11
第 2回「○○こうくたん
けんたい」を実行する
実際に校区探検を行う。
＊ 保護者の方や授業が空いている教職員にも安全確保のため協
力してもらう。
＊ 店や公共施設には、事前に打ち合わせを行い、子どもに対応
してもらえるように依頼しておく。
＊ 道路の位置や距離、店や公共施設との関係性を意識できるよ
うに声掛けを行う。
＊自宅や学校との関係も常に意識させる。
12 校区探検で気付いたこと
を地図にまとめる
1回目にまとめた地図を改良する形で、校区探検で気付いたこ
とを、個人で地図にまとめていく。
＊自分で気付いたことを記述できればいいことを伝える。
＊楽しく活動できるように、声掛けをする。
13 校区探検のまとめ 個人で作成した地図に基づいて、黒板に掲示した白地図に全員
の意見に基づいて、情報を書き込んでいく。子どもが、自分の
作成した地図と比較できるようにする。1時間目に作成した、
探検前に作成した地図と比較し、探検の成果を確認する。
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14 「○○こうくプロジェク
ト」発表会の計画をたて
る
参観授業で行う、「○○こうくプロジェクト」の発表会で、何を
発表するのか指導し、班ごとに発表の内容について計画をたて
させる。
＊校区探検で気付いた事を中心に発表させる。
15 「○○こうくプロジェク
ト」発表会のリハーサル
を行う
前時にたてた計画に基づいて、発表会のリハーサルを行う。
＊どうすれば、学習の成果を正確に伝えられるのか考えさせる。
16 「○○こうくプロジェク
ト」発表会
保護者の方をお招きし（参観授業）、発表会を実行する。保護者
の方に、校区に関する空間認識について着目してくれるように
事前にお願いしておく。
Ⅴ　まとめ
本研究は、地図を活用した生活科授業を行うことの重要性を提案するものである。小学校では、4
年生になると地図帳が配布される。社会科で都道府県スケールの学習が始まるのにあわせての対応で
ある。しかし、本論でも述べたように、子どもの社会認識形成の「芽」は、小学校低学年からすでに
始まっている。つまり、生活科の段階から地図を活用する授業を実践するべきである。
生活科において社会とのかかわりについて関心をもつには、空間認識の形成が欠かすことができな
い。身近な校区に関する空間認識を形成するための手立てとして、地図を活用するのである。子ども
の空間認識能力は、発達に応じて成長していく。小学校の低学年は、まだ十分な空間認知能力が育っ
ていない 11）。成長過程にある。成長過程であるからこそ、空間認識を形成するために地図を手立てと
して活用するのである。
本研究では、実践例として校区探検の例をあげた。しかし、このように緻密な計画が必要な実践だ
けでなく、日常的に地図を活用することは可能である。例えば、担任となった最初の段階で、「みん
なの家の場所を知りたいから、地図を書いて先生に教えてくれる」などと投げかけ、学年当初の空間
認識のレベルを確認する。また、夏休み前には、通学路の危険箇所をチェックするために、再度地図
に書かせる。そのように繰り返し書かせる地図によって、生活科としての社会とのかかわりである、
空間認識の形成の段階を把握することができる。
今後、様々実践を開発し、小学校現場の先生方と地図を活用した生活科教育を実践し、子どもの空
間認識を形成する取り組みを進めたいと考えている。
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